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1地震に関連する大気圏・電離圏擾乱

地震に関連する電磁気現象は、地電流、超1塁周波電磁波などの地上観測だけに現れる現象だけでなく、電離

圏擾乱などの現象も報告されている。後者については 1970年代から指摘され始め、ロシアを中山に叡多くの観測

報告がある。特に Gufeldら（1992）は、 VLF帯電磁波の電離圏一大地導波管内の伝搬観浪的、ら下部電離層の状態を

調べた。その後、この方法を用いて、ロシア、日本、イタリアが積極的に観測を行い、 LF帯でも同様な観測が行

われるようになっ疋。その後、 1995年ごろから同搬な電波伝搬観測を用いた方法で、 VHF帝電磁波においても地

震前の異常伝搬が見られると指摘があっ疋。現在では日本を中山にこの周波獄帯を使い地震の前兆変化を目的と

しだ電波伝搬観測を進めている。一方、 Liuet al.はイオノゾンデ（Liuet al., 2000）や GPS-TEC(Liuet al., 2001）を

使って、台湾で生じる M5以上の地震について調べだところ、台湾上空の F層の電子密度が地震前減少すること

を指摘し、最近では統計的な結果ち得えている（Liuet al., 2005）。さらに、我々は大気圏にち地震前に擾乱がある

ことを統計的に示レている（Fujiwaraet al., 2004）。最近ではこのような統計的結果ち増えてきた。

2 発生メカニズム

ちし、以上の大気・電車E函擾乱が地震の本震前の“なにか”によって起こされているのであれば、いくつか

の池上観測で“なにか”の異常を捉えられるべきだと考えられる。そして発生メカニズムは叡多く提案されてい

る（図1)。まずは、地上に大気電揚が発生しそれが電離圏に及んでいると考え方がある。レかし震央から主主十キ

ロ離れた範囲では Liuet al. (2000）の結果を説明するような大気電湯蛮動は見あたらないという観測結果ち我々は

得ている（Kamogawaet al, 2004）。またこれらの大気電鼠の発生原因は、本震前のラドン放出や、正の電荷を帯

びた絡子欠陥が、地震活動前の微小破壊によって励起され地上まで狐散してくるという考え方などがある。

一方、地震前、大気重力波が地表から電車E圏に伝達しているのではないかという観測結果の解釈やモデル計

算もある。実際これらのインフラソ二ック波、

大気重力波の励起を観測で捉えたという主張は

あるが、険証にはもう少し時聞がかかると思わ

れる。この大気重力波の励起源とレて主張され

ているものは、地震前の地表面の長周期振動や

熱源の発生である。前者は、地表面のわずかな

上下蛮動が電離圏では大きく大気が変化すると

いう事実が基礎になっており、実際に地震時の

蛮化を電磁圏で捉えだという論文は、数多くあ

る。しかし、長周期の地表面の蛮動を高感度で

捉えることのできる超伝導重力計による観測で

は、前兆的な蛮動が男られだという報告は今の

ところない。後者については、地震前の地表面

の局所的な温度上昇や赤外線放射など観測例は ／ ， ι 島出nk向知事

あるがこれらが電車E圏擾乱の起源にはならない 図1地震に関連する大気圏・電離圏擾乱の発生メカニズム
であろうという数多くの指摘がある。

3 まとめ

最近の研究では地震に関連する大気圏・電離圏擾乱の存在を統計的に支持しつつある。それゆえ、メ力二ズ

ムの研究もきめ今後さらに研究を発展さぜる必要がある。
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